
生徒の主体的な学びの姿勢を育てるために
～千葉県における高大連携への提言～

高等学校と大学との連携の在り方に関する協議会
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は じ め に

近年 高校生による大学教員の模擬授業の受講 大学の施設の利用等を始めとする 高、 、 「

大連携」の取組が全国で盛んに行われるようになっている。

これは、政府の審議会答申等により高校と大学との接続の在り方に対する関心が高ま

ってきたことや、１８歳人口の減少で大学が入学者確保により力を入れる必要が出てき

たことなど、様々な要因が背景にあるものと考えられる。

また、千葉県教育委員会においては、生徒がその個性を最大限に発揮できるよう、魅

力ある高等学校づくりを目指して様々な施策を推進しているところであり、千葉県内の

多くの高等学校でも様々な高大連携の取組が行われているところである。

このようなことから、千葉県教育委員会は県内における高大連携の実態を踏まえ、千

葉県における高大連携の在り方について検討するため、平成１９年度から２か年にわた

り、文部科学省委嘱事業「新時代に対応した高等学校教育改革推進事業」の委嘱決定を

受け 「高等学校と大学との連携の在り方に関する実践研究」を行うこととなった。、

そして、同実践研究を行うため、高等学校長、大学理事等から構成される「高等学校

と大学との連携の在り方に関する協議会 及び高校 大学の教職員等から構成される 高」、 、 「

等学校と大学の教員等の交流会」が設置された。

これまで２年間の実践研究において、同協議会が千葉県における高大連携の方向性に

ついて議論するとともに、同交流会が実務者の立場からその検証を行ってきた。

さらに、これらの議論が県内の実態に即したものになるよう、高大連携に関する実態

、 、調査により 県内の公立高校において行われている高大連携の取組を調査するとともに

高大連携講座の受講生に対する事後アンケートを行った。加えて、同交流会では高大連

携実施校の卒業生からのヒアリングも行った。

本提言は、実践研究の成果として、

①高大連携を実施していない高校はどのように取組を始めるか

②高大連携を実施している高校はどのようにレベルアップを図るか

といった観点から、同協議会・同交流会が議論してきた内容をまとめ、これからの千葉

県における高大連携の方向性の提言を行ったものである。

未実施の高校において高大連携の実施が検討され、実施校においては、その取組のさ

らなる発展が図られるよう、本提言が活用されれば幸いである。


